
Ⅲ．妻の親・夫の親への援助の意向 

 

（１）夫婦の関係が親への援助の意向にも影響 

 結婚している女性を対象に、自分の親と夫の親、それぞれに対する非経済的援助（家事・

介護・訪問など）の意向についてたずねた（図表Ⅲ-1）。 
自分の親と夫の親の両方に対して援助の意向をもつ人が最も多く、全体の約 4 割を占め

る。一方で、自分の親、夫の親のどちらにも援助の意向をもたない人が約 3 割いる。どち

らかの親に対してだけ援助の意向をもつ人はそれぞれ 15％程度である。一方の親だけでは

なくどちらの親にもバランスをとって援助をしようという意向の妻が多い。 
それぞれのグループの特徴をみてみると、主に夫の親からの経済的援助を受けている場

合は、「両方とも援助する」「夫の親中心」とした援助意向の人が多い。妻の親からの経

済的援助を受けている場合、「妻の親中心」とした援助意向の人が多い。 
 妻の夫婦関係満足度との関係では、「両方とも援助する」に満足という妻が、「妻の親

中心」に不満という妻が、他のグループよりも多い傾向がある。 

夫婦関係の実情が、親への援助意向に反映されていることがわかる。 
 

図表Ⅲ-1 妻の親・夫の親に対する援助意向とその特徴 
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